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Abstract
The purpose of this study was to explore the characteristics and trends due to the difference in self-efficacy of the 
students. as the target of the second-grade 43 students of A nursing school, to determine the answer by using a self-
efficacy scale before and after class, to determine the free-answer questionnaire description after class. Shift of the 
average value of self-efficacy before and after class, “descent group”, “slight increase group” and “up group”, are 
classified. “Descent group” of 13 students (34.2%), “slight increase group” of 14 students (36.8%), “up group” was 
11 students (28.9%). In order to explore the relationship between shifts of the self-efficacy and free description, free 
description is text mining, the extracted word was correspondence analysis. In the plot, [reflect], [achievement], 
[efforts], [discuss] has been plotted around “descent group”, it performs a reflection of self-learning attitude and 
efforts from the context, the following learning behavior tend to be thinking about what to do was shown. In addition, 
around the "slight increase" group, such as [now], [textbook], [discussion] has been plotted, found no features 
according to context. On the other hand, around the “up group”, such as [deepen], [many], [out], [think] has been 
plotted, tend to feel the achievement of the performance behavior from the context was shown. Because self-efficacy 
is the subjective feelings of individuals at that time, it is necessary to go look over time learning situation.
Because self-efficacy is the subjective feelings of individuals at that time, it is necessary to go look over time 
learning situation.
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要　旨

　本研究の目的は，自己調整学習を導入した授業を経験した学生の授業前後の自己効力感の変化と自由記述

との関連に着目し，自己効力感の違いによる特徴について質的データを量的に探索することである．A 看護

専門学校の２年生43名を対象として，授業前後に実施した自己効力感への回答と授業後の自由記述（学習

への取り組み方）との関連性を分析した．授業前後の自己効力感の平均値の変化は，『下降群』，『微増群』，

『上昇群』の３群に分類され，『下降群』は13名（34.2％），『微増群』は14名（36.8％），『上昇群』は11名

（28.9％）であった．自己効力感の変化と自由記述との関係を見るために，自由記述をテキストマイニングし，

抽出語をコレスポンデンス分析した．プロット図では，『下降群』周囲に【反省】・【達成】・【取り組み】・【話

し合う】などが布置され，前後の文脈から自己の学習態度や取り組みの反省を行い，次の学習行動をどうす

べきかを考えている傾向が伺えた．また，『微増群』の周囲には【今】・【教科書】・【話し合い】などが布置さ

れたが，文脈による特徴は見出せなかった．一方，『上昇群』の周囲には，【深める】・【多い】・【出す】・【考

える】などが布置され，文脈から「できた」という遂行行動の達成を感じている傾向が伺えた．自己効力感

はその時点での個人の主観的な感情であるため，学習状況について経時的に見ていくことが必要であり，自

己効力感の下降した学生には周囲とのコミュニケーションや学習課題の関連付けに支援が必要である．
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緒　言

　医療の高度化・複雑化に伴い医療の質の確保が求

められ，看護基礎教育はカリキュラムが過密となっ

ている．このことは，「何を学ぶか」に加えて「ど

う学ぶか」が重要となると言える．看護基礎教育に

限らず教育全般において，主体的に問題を発見し，

解を見出していく能動的学修（アクティブ・ラーニ

ング）への転換が重視されている（中央教育審議

会，2012）．アクティブ・ラーニングには問題解決

学習や体験学習などがあり，グループ・ディスカッ

ションやグループワークなども有効（文部科学省，

2012）と示されている．しかし，学生が「自ら行っ

ている」という自己主体感を持てなければ，従属的

な学習になりかねない．そのため，自律的に学修を

進めていく方略が必要である．

　その方略の１つとして，アメリカの教育心理学の

領域で1980年代半ばから広まりを見せている自己調

整学習に注目した．Zimmerman（1989）は，自己調

整学習方略・自己効力感・目標への関与の３つを重

要な要素であるとし，その中でも自己効力感は最も

重要な要素とされ，生徒の学習・動機づけ・達成に

影響を与える	（Zimmerman	&	Schunk,2011）こと

を示した．つまり，自己効力感の高い学生は動機づ

けを維持して学習を継続させ，課題を達成すること

によりさらに自己効力感が高まることになる．その

自己効力感の高まりがさらなる知識の獲得や学習行

動を促進させ，自律的な学習へと繋がっていく．

　自己調整学習における自己効力感についての研究

では，自己効力感の低い学習者は不適応的な学習方

略（一夜漬けなど）を使用することなどが明らかに

なっている（山田ら，2009）．このことから自己効

力感は自律的な学習において重要な役割を果たして

いると言える．しかし，先行研究では心理尺度によ

る相関や分散分析などの調査が多く，質的なデータ

からの検討は不十分である．そこで本研究では，自

己調整学習を経験した学生の自己効力感の変化と自

由記述との関連に着目し，自己効力感の違いによる

特徴について，質的データを量的に探索する．

方　法

１．研究目的

　自己調整学習を導入した授業を経験した学生の授

業前後の自己効力感の変化と自由記述との関連に着

目し，自己効力感の違いによる特徴について質的

データを量的に探索する．	

２．本研究の概念枠組み

　初歩の自己調整者と比べて，熟達した自己調整者

は自己効力感が高いということが明らかとなってい

る（Shunk,2007）．つまり自己調整学習が熟達化し

ていけば自己効力感が高まると考えられる．そこ

で，自己調整学習を熟達化させるために循環的段階

モデルを授業に導入し，学生に自己調整学習を経験

させる．Zimmerman	 &	Moylan（2009）は，自己調

整学習の特徴に予見段階・遂行段階・自己内省段階

の３つの循環的段階があることを示した．予見段階

とは，学習に先行して目標設定や方略使用計画を行

うことで，学習を自己調整する準備と意欲に作用す

る学習過程と動機付けの源のことである．遂行段階

とは，学習中に自己モニタリングを行い，集中と遂

行に作用する過程である．自己内省段階とは，学習

の結果に対して原因帰属や自己評価をし，次の学習

の予見段階へと作用する過程である．つまり，この

サイクルを継続して経験することで自己調整学習が

熟達化していくと言える．この循環的段階モデルを

経験した学生の自己効力感を授業前後に測定し変化

を見る．さらに，授業後に「学習への取り組み方」

について振り返り自由記述を求め，自己効力感の違

いによる学習への取り組み方の特徴を明らかにする

ために，質的データを量的に探索するためにコレス

ポンデンス分析を行う．

３．用語の定義

１）自己調整学習

　Zimmerman（1989）は，「学習者が，学習過程に

メタ認知，動機づけ，行動の面で自己調整の機能を

働かせながら積極的に関与する学習」と定義してお

り，本研究でもこのように定義する．

２）自己調整

　Zimmerman（1989）は，「人々が自分の資質，す

なわち思考や情動，行動，社会的文脈的な環境を将

来の望ましい状態に調節させていく中で，体系的に

管理するプロセス」と定義しており，本研究でもこ

のように定義する．

３）自己効力感

　Bandura（1997）は，「なんらかの課題を達成する

ために必要とされる技能が効果的であるという信念

を持ち，実際に自分がその技能を実施することがで

きるという確信」と定義しており，本研究でもこの

ように定義する．
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４．研究対象

　対象は研究者が所属する３年課程 A 看護専門学

校の２年生43名である．精神看護学は，概論（１単

位30時間）・方法論Ⅰ（１単位30時間）・方法論Ⅱ

（１単位30時間）・方法論Ⅲ（１単位30時間）で構成

されている．今回研究に取り上げたのは，方法論Ⅱ

で２年次の科目であり，看護過程の展開を行う．

５．研究期間

　平成25年７月～平成27年１月

６．授業設計

　２年次後期に授業している精神看護学方法論Ⅱ

（１単位30時間）内の22時間（全11回）で実施した

（表１）．３年次にはこれまで学内で学んだ知識を多

角的に統合し，受け持ち患者に看護を提供する臨地

実習が始まる．そのため，主体的な学習がさらに必

要となる．そこで，精神看護学における看護の一連

の過程を多角的・継続的に学習できる統合失調症患

者の看護過程を展開（看護計画立案まで）する授業

に，自己調整学習の循環的段階モデルを導入した．

また，１回（90分間）は，表２のように実施した

（６・10・11回目を除く）．授業では毎回ワークシー

ト（以下 WS）を使用し，事前に話し合う内容を調

べ，グループワーク（以下 GW）を中心に課題解決

を行った．WS には，下記の項目を設定した．①～

②は予見段階の目標設定と方略使用計画，③～⑤

は，自己内省段階の自己評価，⑥～⑦は次の授業に

向けての予見段階に対応している．遂行段階につい

ては，自己モニタリングしながら学習を進めるよう

意識づけた．

①　今日の目標

②　今日の目標を達成するためにどうするか

③　	目標は達成できたか，達成できなかったのは何

か

④　今日の授業でわかったことは何か

⑤　	今日の授業でわからなかったこと，および課題

は何か

⑥　	わからなかったことや，課題の解決に向けてど

うするか

⑦　	次回の授業にむけてどのような事前準備が必要

か，また所要時間はどれ位か

７．データ収集

１）自己効力感

　森（2004）が翻訳した Pintrichら（1990）の自己

効力感尺度９項目を用いた．この尺度は６段階リッ

カート尺度（１：全くそう思わない，２：ほとんど

そう思わない，３：あまり思わない，４：時々思

う，５：まあそう思う，６：とてもそう思う）で構

成されている．本尺度は，Pintrichらにより自己調

整学習における自己効力感を想定して作成されたた

め，内容妥当性は高いと判断した．授業前後に同じ

尺度を用いて回答を求めた．

２）自由回答質問紙（学習への取り組み方）

　授業後に本授業を通して自分自身の「学習への取

り組み方」を振り返り，自己評価した内容を400字

の原稿用紙に自由回答を求めた．

８．分析方法

１）自己効力感

　自己効力感尺度９項目の尺度得点を合計して平均

値を求めた．数回のコレスポンデンス分析の結果，

プロット図が収束した分類として授業前後で平均値

が上昇した者のうち，平均値の差が1.0未満の学生

を『微増群』，平均値の差が1.0以上の学生を『上昇

群』，下降した学生を『下降群』の３群とした．

２）自由回答質問紙（学習への取り組み方）

　質的データである自由記述をできるだけ客観性を

保持し恣意性を排除するために，計量的にコレスポ

ンデンス分析を行った．分析ソフトは KH	Coderを

使用し，下記①～③の手順で行った．

①　	学生43名分の自由回答質問紙の記述内容を品詞

表１　全11回の授業構成

授業回 授業内容

１回目 オリエンテーション
（授業展開と自己調整学習方略）

２回目 課題事例の看護問題の抽出

３回目 課題事例の情報整理

４回目 課題事例の概要の理解

５回目 課題事例のアセスメント

６回目 ２～５回目までの再確認（講義）

７回目 看護目標と看護計画の立案

８回目 看護計画発表会の準備①

９回目 看護計画発表会の準備②

10回目 看護計画発表会

11回目 ２～７回目までの再確認（講義）

表２　１コマ（90分）の構成

パーソナルワーク（20分） WS①・②記入
グループワーク（15分） 各回の課題の話し合い

各グループ発表（35分） 話し合い結果の発表

パーソナルワーク（10分） WS③～⑦の記入
次回の課題の確認（10分） 次回の課題確認と学習計画立案
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別に分類し，出現語と出現回数を見る形態素解

析を行い表にした．

②　	出現回数の多い語から76語を抽出し，自己効力

感の『微増群』，『上昇群』，『下降群』との関連

を見るためにコレスポンデンス分析を行い，プ

ロット図を作成した．これにより『微増群』，

『上昇群』，『下降群』それぞれの周囲に布置さ

れた語を確認した．コレスポンデンス分析で

は，自己効力感の３群において，どの群にも同

じような差がない語は原点（０，０）付近に布

置され，各群に特徴的に見られた語はその群の

周囲に布置される．つまり，各群の特徴が示さ

れる．

③　�KWICコンコーダンスを用いて，布置された語

の前後20字程度を抽出し，布置された語がどの

ような文脈で使用されているかを確認した．

９．倫理的配慮

１）	福岡県立大学研究倫理委員会の承認を得て研究

を開始した．

２）	研究対象者の所属施設の学校長に本研究の趣旨

について文書を用いて説明し，研究の全容の了

解，同意書への署名を得た．

３）	研究対象者に研究者が文書を用いて授業前に下

記の内容を説明し，成績評価後に再度説明を行

い文書で同意を得た．

（１）研究協力の自由の確保について

　	研究は通常の授業内で行われるため授業の拒否

はできない．しかし，研究データの使用につい

ては自由意志であり，同意を拒否しても成績に

は一切関与しない．

（２）学習の保障について

　	授業では主体的な学習が求められるため，それ

を苦手とする者には負担となることが予想され

る．そのため，過負荷にならないよう研究対象

者の反応を見ながら進める．また，質問や疑

問，学習方法の相談には個別に対応する．

４）	本研究で行った質問紙は研究終了まで鍵のかか

る棚に保管し，研究終了後シュレッダーにて破

砕して廃棄する．

結　果

１．対象者の属性

　授業前後に各１回測定した．どちらか一方でも記

載に不備のあったデータは欠損値として除外し38名

（88.4％）を研究対象データとして使用した．

　６名（15.8％）が男性，32名（84.2％）が女性

であった．年齢構成は10名（26.3％）が19歳，26

名（68.4％）が20代，２名（5.3％）が30代であっ

た．学歴背景は28名（73.7％）が高校新卒，４名

（10.5％）が高校既卒，２名（5.3％）が大学中退，

４名（10.5％）が短大・大卒者であった．

２．自己効力感尺度の項目別得点状況

　自己効力感尺度の項目別得点状況は表３となっ

た．有意に上昇した項目は．「授業で上手くやれる」，

「学習内容を理解できる方だ」，「他人と比べて自分

はよい学習者である」，「他人と比べて学習能力は優

れている」の４項目であった．なお，クロンバック

α係数は0.92となり，内的整合性は確認された．

３．自己効力感尺度９項目の平均値の変化

　『微増群』は14名（36.8％），『上昇群』は11名

（28.9％），『下降群』は13名（34.2％）であった．

４．自由回答質問紙（学習への取り組み方）

表３　自己効力感尺度の項目別得点状況

開講前 終講後

mean sd mean sd p 値

１　よい成績を取れる 2.87 1.16 2.97 1.38 0.59

２　授業で上手くやれる 2.53 1.06 3.08 1.22 0.00＊＊

３　問題や課題を上手くこなせる 2.95 0.93 3.05 1.09 0.61

４　学習内容を理解できる方だ 3.26 0.98 3.61 1.05 0.04＊

５　授業レベルについていける 3.42 1.11 3.66 0.99 0.18

６　他人と比べて内容をよく知っている 2.82 0.95 2.84 1.20 0.95

７　他人と比べて自分はよくやれる 2.47 1.13 2.71 1.23 0.23

８　他人と比べて自分はよい学習者である 2.05 1.01 2.53 1.25 0.01＊

９　他人と比べて学習能力は優れている 2.05 1.06 2.47 1.18 0.02＊

n＝38	＊＊:	p ＜0.01，＊:	p＜0.05
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１）形態素解析

　形態素解析を行った結果，コレスポンデンス分析

の分析対象語として，出現回数が５回以上の76語を

抽出した（表４）．

２）コレスポンデンス分析

　コレスポンデンス分析の結果は図１の通りであ

る．『微増群』の周囲には【今】・【教科書】・【話し

合い】などが布置された．また，『上昇群』の周囲

には【深める】・【多い】・【出す】・【考える】などが

布置された．一方『下降群』の周囲には【反省】・

【達成】・【取り組み】・【話し合う】などの語が布置

された．

３）KWIC コンコーダンス

　各群の周囲に布置された語がどのような文脈で使

用されているか，KWICコンコーダンスで布置され

た各語の前後20字程度を抽出した（微増群：表５，

上昇群：表６，下降群：表７）．

　『微増群』で布置された【今】では「反省してい

る」・「徐々に机に向かい」・「バイトが優先」・「学

業を第一に考え」などの記述が見られた．【教科書】

では（教科書を）「使い勉強をすすめた」・（教科書

を）「見ながら整理する」などの記述が見られた．

表４　形態素解析後の抽出語

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

学習 123 他 14 大切 7

授業 82 多い 14 反省 7

自分 43 必要 14 部分 7

内容 40 学ぶ 13 テスト 6

行う 37 事前学習 13 興味 6

考える 36 計画 12 効率 6

目標 33 復習 12 受ける 6

理解 33 方法 12 整理 6

今回 32 自分自身 11 設定 6

取り組む 32 解決 10 知る 6

グループ 29 看護 10 毎回 6

予習 29 今後 10 明確 6

感じる 24 前 10 覚える 5

分かる 24 今 9 教科書 5

思う 23 取り組み 9 決める 5

勉強 21 集中 9 次 5

グループワーク 20 精神 9 収集 5

講義 20 達成 9 重要 5

課題 19 終わる 8 出す 5

進める 19 振り返る 8 深める 5

調べる 19 知識 8 身 5

時間 17 意欲 7 日々 5

意見 16 疾患 7 問題 5

情報 16 出る 7 話し合い 5

聞く 15 積極的 7 話し合う 5

立てる 15
図１　コレスポンデンス分析　プロット図

表５　『微増群』で布置された語の文脈

よって予習も復習もしないため，授業についていけていない．二年生になった 今 ，そのことに反省している．今は徐々に机に向かい，授業で使用したプリントや先生方

ないため，授業についていけていない．二年生になった今，そのことに反省している． 今 は徐々に机に向かい，授業で使用したプリントや先生方が大事だと話していたメモなど

使用したプリントや先生方が大事だと話していたメモなどで復習しつつある．だが， 今 でもバイトが優先なため，勉強が毎日できているわけではない．だから三年生を目前にし

バイトが優先なため，勉強が毎日できているわけではない．だから三年生を目前にした 今 ，学業を第一に考え，復習だけでなく，授業スタート時からついていけるよう予習もしていこう

自己学習をしていないと，グループワークに参加できないからである．まずは，自分で 教科書 等を使い勉強をすすめた．その中で分からないところをグループメンバーに聞き，解決していく

頭で考え，整理してからまとめるようにしている．その際は必要時，他のプリントや 教科書 を見ながら整理する．またここまでやったらこれをする（休息する，○○を食べるなど）

ため図書室を利用し，自ら学習を進めていった．さらに授業の最後の方で毎回先生が， 話し合い をして分からなかった所の解説をして下さった．その中で少し出た行動変容などを

をした．授業前には必ず目標を立てていたため，学習時間を決めて，グループワークで 話し合い は進められていたと思う．いつも同じ学習ではなかった．それは，テストやグループ学習で

授業が進んでいく中で，個人ワークが後追いになってしまった．そのため，グループでの 話し合い にも積極的に参加することができなかった．計画的に学習を進めていくことが大切だと

原因はどこにあったのかなど問題抽出がしやすかったように感じる．また，グループワークにおいては， 話し合い の参加度は比較的高い．情報を共有し合い，また，疑問に思っているところや

まず，予習をすることで授業の内容にもついていくことができ，グループ内での 話し合い においても積極的に参加することができた．予習が十分にできなかった日は，内容についていけず
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【話し合い】では「進められていた」・「参加度は比

較的高い」・「積極的に参加できた」とある一方，

「積極的に参加することができなかった」という記

述も見られた．

　『上昇群』で布置された【深める】では「自分の

考えと他者の考えを比較する」・「予習」・「復習」す

ると理解を【深める】ことができる・「他人の意見

を聞きそれに対して自分の思ったことを言う」・「調

表６　『上昇群』で布置された語の文脈

意見や考えを言う事ができた．自分の考えと他者の考えを比較することで，学びを 深める ことができたと考える．グループワークを通しての学習であったことから，協力しなければ学習にならない

が多くなった．また授業の前に予習して授業を受け，その内容を復習すると理解を 深める ことができると分かったのでこれからは心掛けていきたいと思った．

したことを発表し，他人の意見を聞きそれに対して自分の思ったことを言うことによって知識を 深める と共に学習したことの整理整頓をすることができたと感じることができた．精神という科目は

ができた．また調べる内容を協力して行うことで一人の負担を軽減し，より内容を 深める ことができた．他のグループの発表や意見を聞くことで，自分達では考えつかなかった学び

今回の講義では，事例を挙げて看護過程についてグループで展開した．グループワークが 多く ，他のメンバーに進行などを任せてしまう面も多くあった．精神看護学では，研究者

グループで展開した．グループワークが多く，他のメンバーに進行などを任せてしまう面も 多く あった．精神看護学では，研究者たちが挙げている理論を用いて理解することが多く

多くあった．精神看護学では，研究者たちが挙げている理論を用いて理解することが 多く ，難しい用語や理解できないこともあった．その際には友達に聞くなどしていたが

今回の講義では，グループワークが 多く ，一つの問題に対してみんなで情報を出し合った．そのため，自分一人のせいで周囲に迷惑を

講義の後半になると次第に問題解決できない自分の未熟さや他のグループの団結力や情報の 多 さなどから講義への意欲も減っていき，自己学習せず講義を受けていた．そういったことで

もテスト勉強と課題くらいしか自宅で学習することがなく，その際も前日に慌ててすることが 多い ．日々の行いが今回の講義にも大きく影響したと考える．これから実習も多くなり効率よく時間

てすることが多い．日々の行いが今回の講義にも大きく影響したと考える．これから実習も 多く なり効率よく時間を使って学習を進めていかなければならないが，今の学習方法を変えない

つけていくと，他の授業の前も予習とまではいかないが教科書を読んだりすることが 多く なった．また授業の前に予習して授業を受け，その内容を復習すると理解を深めること

今回講義を受けるにあたって，毎時間課題が出たが自分は 出さ れた課題しか行わなかった．いつも講義の前日に慌てて課題に取り組み不十分で内容をよく理解し

できた．そのためか，私にも意見が生まれ，今まではグループ学習の際に意見をほとんど 出さ なかったが，この授業では多くの意見を出すことができた．今後の課題としては，事前学習

今まではグループ学習の際に意見をほとんど出さなかったが，
この授業では多くの意見を

出す ことができた．今後の課題としては，事前学習を行うというこ
とである．なぜなら，事前学習を行わ

ませんが，私は少し調べただけで理解した気になるため，深く 考え たり他のことと関連づけたり，内容をまとめて形にして後日見直せるように

分からないところを聞き合いながら行うため，学習を円滑に進めることできたと 考え られる．自分の知らないことを他の人から教えてもらうと，自分も勉強

に流されていた．グループワークで行っていたので，周りはこのように 考え ている．その意見について自分がどう考えるか，分からない事を質問し，効果

ていたので，周りはこのように考えている．その意見について自分がどう 考える か，分からない事を質問し，効果的な学習にするべきである．また

１つ１つを統合することができなかった．効率よく学習するためにも順番を 考え て学習に取り組むことが重要であると考えた．

そのため，実習なども上手く利用しながら今の状況を変えていければ良いと 考える ．

できなかった私だが，友人とともに勉強を行うことで学習時間が増え，また 考える 機会が作られていた．そこで私は，一人ではなく人と学習し

感じてしまった．授業を楽しむことが，授業への興味や理解に繋がると 考える ため，今後は事前学習を行うということを心掛けてたい．

て，自分の勉強法を身につけることができたのではないかと 考える ．具体的には一つの事を学習するためにまず優先順位を決めて進め

達成感を実感することができたため，今回の学習法は有効だったと 考える ．

表７　『下降群』で布置された語の文脈

しかし，半ばで予習をしない時が何度かあったため，そこが 反省 点に挙げられる．予習については授業のある前日に行い，復習についてはあまり

もっと積極的に発言し，周りとのコミュニケーションを図りながら行うべきだった．以上の 反省 を再度振り返り，今後の学習で活かしていきたい．

内容の多様性から，それらを関連付けすることも難しかった．今後は，以上の 反省 点を踏まえ，学習する際は調べることを重要なことのみに絞り，まずはそれ

の予習をしていなかった際，勉強内容があまり理解できなかったことが 反省 点である．自ら勉強し，関心をもつことが授業を楽しい，おもしろいと感じる

時々全く集中できずに内容が理解できていないことがある．その場合は目標を決め，その目標が 達成 されると自分にごほうびをすることによりモチベーションを上げ，集中して学習に

た．また，授業の最初にその日の目標を立てることによって，その目標を 達成 することを意識して授業に取り組むことができた．目標を達成するために

その目標を達成することを意識して授業に取り組むことができた．目標を 達成 するためにグループワークで積極的に発言をしたり，より理解を深めようと教員や

たことで，やるべきことが明確になった反面，課題が思うように 達成 できなかった時には，罪悪感を感じとてもストレスだった．今後，目標や

とてもストレスだった．今後，目標や課題は少しハードルを下げ，日々努力すれば 達成 できるものをコツコツと繰り返しながら学習に取り組みたいと考える．

私の学習の 取り組み は ,日によって大きく差が出るように感じる．集中して取り組む日もあれば，ただなんとなく取り組む日

することによりモチベーションを上げ，集中して学習に取り組むことがある．私はこの自分の学習の 取り組み の仕方を変えていきたいと考える．そのため，学習と息抜きのメリハリをつけ，学習を行う際

自分自身の学習の 取り組み を振り返り，第一に言えることは日頃の予習・復習の習慣が身に付いていないことです

考えているため，家に帰っての予習・復習を継続していくことが自分自身の学習についての 取り組み 方であると考える．

知識については，グループ内で今回の学習教材にも活用できる内容かどうかを 話し合う ことが多かった．今回の講義では，授業前に目標を立て，評価を

内容を自分なりに理解しながら学習を進めることができた．また，グループで 話し合う ためには，自分で課題を解決しておく必要があるため，分からない所

情報収集の方法としては，テキストや文献を使用したり，グループで 話し合う ことがあり，様々な情報から課題解決に必要な情報を収集することができ
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べる内容を協力」し「負担を軽減」などの記述が見

られた．【多い】では GW が【多い】・「教科書を読

んだりすることが【多く】」などの記述が見られた．

【出す】では「今までは意見をほとんど【出さ】な

かった」が，「今回の授業では多くの意見を【出す】

ことができた」という記述が見られた．【考える】

では「効率よく学習する」順番を【考える】や「授

業を楽しむことが興味や理解に繋がる」・「自分の勉

強法を身につけることができた」・「達成感を実感」

し，「今回の学習法は有効」などの記述が見られた．

　『下降群』で布置された【反省】では，「予習をし

ない」・「もっと積極的に発言し，周りとのコミュニ

ケーションを図るべきだった」・「関連付けすること

も難しかった」・「予習をしていない」などの記述が

見られた．【達成】では「集中できず，理解できて

いない時は目標を決めて【達成】されると自分にご

ほうびをする」や「やるべきことが明確になった反

面【達成】できなかった時にはとてもストレス」な

どの記述が見られた．【取り組み】では「日によっ

て大きく差が出る」・「変えていきたい」・「学習と息

抜きのメリハリをつけ」・「予習・復習の習慣が身に

付いていない」・「予習・復習を継続していく」など

の記述が見られた．

考　察

　『微増群』周囲に布置された【話し合い】の文脈

では GWへの積極的に参加できたこと，積極的に

参加できなかったこと，どちらの意味でも使用され

ていた．他の【今】・【教科書】でも特徴は見られな

かった．

　『上昇群』周囲に布置された【深める】の文脈で

は，「学びを深めることができた」と実感している．

また，「今までは意見を【出さ】なかったが，この

授業では多くの意見を【出す】ことができた」と

GW に積極的に参加できたと実感している．【考え

る】でも，「自分の勉強法を身につけることができ

た」とあり，共通して「できた」という実感を得て

いた．自己効力感が変化する要因には，遂行行動の

達成・代理的経験・言語的説得・情動的喚起の４つ

の情報源があり（Bandura,1977），「できた」とい

う遂行行動の達成によって肯定的な情動が喚起さ

れ，自己効力感が上昇したものと考えられる．ま

た，「他の授業の前も予習とまではいかないが教科

書を読んだりすることが【多く】なった」と学習行

動が他の科目へ伝播し，これは予習の効果を実感し

たものと推測される．	他にも【考える】で，「今回

の学習法は有効」と自己調整学習を経験し，有効性

を感じたことは他の学習でも自己調整しながら学習

していくことが期待できる．しかし，上昇した自己

効力感も次の学習で失敗体験をし，自身の能力に原

因帰属をすると大きく下降することも予測される．

そのため，学習方略に原因帰属するような関わりが

必要となる．

　『下降群』では，遂行行動が達成されず自己の学

習態度や取り組みを【反省】していたという特徴が

見られた．これらはできなかったことを自己評価し

ているため，自己効力感が低下したものと推測され

る．また，【達成】では目標設定によってやるべき

ことは明確になったが，遂行行動が達成できなかっ

た時にストレスを感じ，自己効力感が下降したと推

測される記述が見られた．『下降群』の周囲に布置

された語【反省】・【達成】・【取組み】は，概して否

定的な文脈で使用されており，Bandura の言う４つ

の情報源のうち「遂行行動の達成」ができなかった

ことによる失敗経験や「情動的喚起」のマイナスの

感情が起きたことに関連していると考えられる．た

だし，「目標や課題は少しハードルを下げ」と記述

されており，これは自己効力理論における遂行行動

を達成するためのスモールステップ法と考えられ，

次の学習課題を達成することで，自己効力感は高ま

る可能性がある．その他の布置された語でも，自

己の学習の振り返りを行い，不十分な点や課題を

挙げ，その対処が記述されていた．また，『下降群』

の学生は GWを中心に授業が展開されたことによ

り，他者の知識や学習行動に接して，相対的に自己

効力感が修正されたとも推測される．

　自己効力感はあくまでその時点での個人の主観的

な感情である．自己効力感が下降しても自己の学習

を振り返り，次の学習に繋げることができれば，自

己効力感の上昇に転じるとも考えられる．しかし，

適切で十分な方略を有していなければ，努力すれば

できることはわかっていてもどうすればよいかわか

らない（伊藤，1996）という事態を引き起こしかね

ない．逆に自己効力感が上昇していたとしても，根

拠のない効力感であれば次の学習に繋がることは難

しい．そのため，今後の学生の学習状況を経時的に

見ていくことが必要である．また，自己効力感の

低下した学生が記述した，「周囲とのコミュニケー

	 （	73	）

中本ほか、自己調整学習を導入した授業を経験した学生の自己効力感の特徴―自由記述をコレスポンデンス分析して―



ション」や「関連付け」などの学習への取り組みの

支援と学習方略を強化していく必要がある．

研究の限界

　研究者が授業評価者であったため，成績に一切関

係しないと理解を得たとしてもデータに影響を及ぼ

した可能性は否めない．質的データである自由記述

をできるだけ客観性を保持し，恣意性を排除するた

めに，計量的にコレスポンデンス分析を行った．し

かし，サンプル数が少なく一般化するには限界があ

る．また，計量的に分析するため，出現数の少ない

語は排除されてしまう．今後はインタビュー調査な

ど質的な研究の検討の必要性や縦断的・個別的に学

生の学習行動に関わっていくことが必要となる．

　また，本研究で使用した Pintrichらの自己効力感

尺度は，９項目のうち４項目が他者と相対化して自

己効力感を尋ねる設問になっている．GWを中心と

した授業であったため，他者の影響を大きく受け，

他者との相対化によっても自己効力感は変化すると

考えて使用した．内的整合性は確認されているが，

使用する尺度の妥当性を検討する必要があると考え

る．

結　論

　本研究は，自己調整学習を導入した授業を経験し

た学生の自己効力感の差による学習への取り組み方

の特徴についてコレスポンデンス分析し，質的デー

タを量的に探索することが目的であった．結果，

『下降群』では，自己の学習態度や取り組みの反省

を行い，次の学習でどうしていくべきかを考えてい

る傾向にあった．『微増群』には，大きな特徴や傾

向は見いだせなかった．『上昇群』では，「できた」

という遂行行動の達成を感じている傾向にあると考

えられた．自己効力感はその時点での個人の主観的

な感情であるため，学習状況について経時的に見て

いくことが必要である．
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